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近畿大学健康 スポー ツ教育 セ ンター紀 要3巻1号(2004・3)

1.は じ め に

現代社会の特徴のひとつは、その変化の速 さ

にある。グローバル化 と情報化は、急速にしかも

地球規模で進んでいる。わずか10数 年前でさえ、

どれだけの人が現在の状況を予想していたであろ

うか。その中でも、 日本特有のものとして、社会

全体の高齢化 と少子化が間近に迫っている。これ

らは、今まで充分な議論 されて来たものの、実体

験はほとんどの人にとってこれからである1)。

社会のすべての分野がそうであるように、大学

もまた、前後左右か ら押 し寄せるこれらの大波を

巧みな舵取 りで乗 り切 り、21世 紀 という大海原

を目標 に向か って航海することを求め られてい

る。その中で、柔道学生に対する大学教育のあ り

方はどのようであればよいのだろうかを、考察し

てみたい。

2.本 学における柔道学生の現状

2.1.入 学 と卒 後 進 路(図1、2)(表1)

本 学 で は 、 ス ポ ー ツ学 生 特 別 推 薦 入 学 制 度 に よ

り、 毎 年120～150名 の 優 秀 な ス ポ ー ツ 選 手 が 入

学 して い る 。 柔 道 選 手 と して 入 学 す る学 生 も、 す

で に 高校 時代 に優 秀 な 戦 績 を挙 げ 、 大 学 柔 道 学 生

(表1)
選手の主な戦績

としてさらなる飛躍を期待 されているが、実際に

過去の実績において国際大会出場や全 日本級の選

手を輩出している。また卒業後、さまざまの分野

に進んで、社会貢献をしている。

(図1)

入学生の高校時代の戦歴

1999-2003

(図2)

鑑
欝

年度;月 戦 績(過 去4年 間)

O
T

全 日本ジュニア柔道体重別選手権大会2位

03 9 世界柔道柔道選手権大会1名 出場

03 4 全日本柔道選手権大会1名 出場

03 1 嘉納杯国際柔道大会1名 出場

02 11 講道館杯日本柔道体重別選手権大会5名 出場

02 10 全日本学生柔道体重別選手権大会3位(2名)

02 7 平壌国際柔道大会3位

02 21デ ンマーク国際柔道大会2位

02 1!日 本国際柔猷 会1名 腸

00 9
;全 日本ジュニア柔道体重別選手権大会3位(2名)

00 6 全日本学生柔道体重別選手権大会3位

00 5 ロシアジュニア国際柔道大会5位
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大学教育における柔道学生の指導のあり方

2.2.大 学 生 活

2.2.1.ク ラ ス授 業

柔 道 学 生 の大 学 生 と して の 授 業 履 修 の 内容 は表

2、3の とお りで あ る2)。 授 業 時 間 帯 は09:00～

21:20で あ る。

(表2)

授業形態

時限 授業時間 月 火 水 木 金 土

1R寺 限9:00～10:30 i ● ・ ・ ● ・ 　

2時 限10:40～12:10 ● ・ ● ・ ● 11

3時 限13:10～14:40 ・ s ・ ・ ・ ● ◆

4時 限14:50～16:20 ・ ● ・ ● ● ・e

5時 限16:30～18:00 ●◆ ・ 　 ・ 　 ● ◆ ● ◆ ・ 　

6時 限18:10～19:40 1　 ・ 　 s　 i　 ・ 　 ・ 　

7時 限19:50～21:20 1　 ・ 　 ・ 　 s　 ・o ● ◆

● … フ レ/ク ス 履 修 ◆…イブニング履修

(表3)

経営学科 経営学コース 専門科目体系表
第1学 年配当科目 単位 期間 第2学 年配当科目 単位 期間 第3・4学 年配当科目 単位 期間

<専 門科目1> 〈専門科目工〉 <専 門科目1>

経営学 4 通年 企業形態論 a 通年 経営学史 4 通年

経営史 4 通年 経営管理論 4 通年 経営理念論 4 通年

経営心理学 4 通年 国際経営論 4 通年 経営組識論 4 通年

経営数学 4 通年 経営社会学 4 通年 労使関係論 4 通年

簿記論 4 通年 経営統計論 4 通年 管理会計論 4 通年

会計学 4 通年 財務諸表論 4 通年 経営戦略論 4 通年

コンピュータ概論 4 通年 原価計算諭 4 通年

コンピュータ実習概論1 2 半期 プロ グラミング論 4 通年 〈専門科目皿〉

コンピュー タ実習概論n 2 半期 情報管理論 a 通年 研究開発管理論 4 通年

マーケテ ィング ・マネジ メン論 4 通年

〈専門科目皿〉 〈専門科目皿〉 商業経営論 4 通年

商学 4 通年 マーケデ ィング論 a 通年 L業経営論 4 通年

ミクロ経済学 a 通年 財務管理論 4 通年 中小企業経営輪 4 通年

統計学 a 通年 生産管理論 4 通年 観光事業経営論 a 通年

TOEIC・TOEFL認 定 2 通年 労務管理論 a 通年 公企業経営論 4 通年

特殊講義1 a 通年 経済政策論 a 通年 貿易経営論 4 通年

授 特殊ul'}義a z 判切 貿易論 4 通年 税務会計論 4 通年

マクロ経済学 4 通年 国際会計論 4 通年

ベンチ ヤー ビジネス1 a 通年 会計システム論 4 通年

民法 4 通年 会計学説史 4 通年

業 商法 4 通年 会計史 4 通年

ビジ ネス ・イングリ ッシュ 4 通年 経営監査論 4 通年

コンピュータ特修実習 4 通年 会計監査論 a 通年

外国文献研究.a 4 通年 経営診断論 4 通年

科 特殊講義n 4 通年 経営分析論 4 通年

特殊講義B 2 半期 経営科学 4 通年

プログラミング特論 4 通年
,

情報システム論 4 通年

目 システム設計論 a 通年

証券投資論 4 通年

保険論 4 通年

財政学 4 通年

産業組織論 4 通年

多国籍企業論 4 通年

コ ミュニケー ション論 4 通年

ベンチヤー企業論実習 4 通年

ベ ンチヤー ビジネスn 4 通年

マネジ メン ト・ゲーム 4 通年

会社法 4 通年

税法 4 通年

外国文献研究B 4 通年

演習 8 2ケ 年

特殊講義皿 4 通年

特殊講義w 4 通年

特殊講義C 2 半期

特殊講義D 2 半期
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近畿大学健康 スポーツ教育セ ンター紀要3巻1号(2004・3)

2.2.2.ク ラ ブ 活 動 あ る。 試 合 や 合 宿 で遠 征 す る と き以 外 は、 表5の

柔 道 学 生 の 年 聞 ス ケ ジ ュ ー ル は表4の とお りで よ う な ス ケ ジ ュ ー ル で1日 の練 習 を行 って い る。

(表4)

柔道部年間スケジュール

K大 学2002年 度予定表

月 大会名 ・ 合宿予定 期 日 場 所

3 関西学生柔道 春季合同強化合宿 ・ 天理大学武道館

2警 察 ・3大学来校:強 化練習 12～16 近大付属高校体育館

4 全日本柔道選抜体重別選手権大会 7 福岡市民体育館

全日本柔道選手権大会 29 日本武道館

5 ジュニア体重別選手権大会:大 阪予選 11 講 道館 大 阪10:00～

関西学生柔道体重別選手権大会 19 神 戸 グ リー ンア リー ナ

6 全日本学生柔道体重別選手権大会 22・23 日本武道館

大阪柔道体重別選手権大会:国 体予選 30 講道館大阪

7 関西学生柔道体重別団体優勝大会 7 京都市武道センター

ジュニァ体重別選手権大会:近 畿予選 14 吹田市立武道館

8 夏期強化遠征 11～17 東京

9 全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 8 講道館

関西学生柔道優勝大会 16 尼崎記念公園体育館

10 全日本学生柔道優勝大会 5.6 日本武道館

大阪学生柔道優勝大会 20 講道館大阪

国民体育大会:柔 道競技 27～29 宿毛市総合体育館

11 全日本学生柔道体重別団体優勝大会 2.3 尼崎記念公園体育館

講道館杯日本柔道体重別選手権大会 23・24 警視庁武道館

12 全日本柔道団体選手権大会 1 講道館

2003

1 嘉納杯国際柔道大会 11・12 日本武道館

2 全日本柔道選手権大会:大 阪予選 9 修道館

2.2.3.生 活管理

日常の生活管理については、完全な全寮制が敷

かれている。食事も、朝食は当番制で自炊 し、練

習後の食事は専門の調理人によって用意されるた

め、基本的な健康管理体制は整っている。

2.2.4.今 後の課題

本学では上述のごとく、スポーツ学生特別推

薦入学制度により、毎年120～150名 の優秀なス

ポーツ選手が入学して くる。柔道部 も過去の実績

においては、国際大会出場や全 日本級の選手を輩

出している。しかし、全部員が競技力を向上 させ
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ているわけではなく、病気、ケガ、スランプ等、

何らかの理由により、 トップアスリー トとして活

躍できなかった選手 もいる。

ところで、本学のスポーツ学生教育システムの

現状を振 り返ると、スポーツと学業の両立の面で

様々な問題点を抱えている。

た とえば制度的な観点か ら見て も、スポーツ

を生か した資格の取得 は行われていない。体育

学部がないために、体育の教員免許の資格も他大

学への編入といった形を取 らざるを得ない。柔道

選手の卒業後の進路 と将来性を考えても、柔道と

いう武道系を生か して警察関係への就職が多かっ

たが、最近では、意欲を持って警察官を志望する

にもかかわらず、合格率があまり高くないのが現

状である。また、柔道の盛んな実業団も年々休部

に追い込まれ、社会人で柔道を続けてい くことも

困難である。近年は、先輩や関係者の力添えによ

り、 トップ企業へ就職 している一方、教育関係や

資格を生かす就職先は非常に少なくなっている。

トップアスリー トはさらに競技生活を続けられ

る現場 に留まるが、引退後は、指導者として、ま

た、生涯スポーツ社会やスポーツの振興に関し

た職場で力を発揮することも重要である。そのた

めには、リーダーとして社会的貢献を果たし得る

資質に磨 きをかけるための教育システムを確立す

る必要があろう。もし、スポーツに関係する資格

取得を目指す教育システムが確立されれば、総合

大学である本学で得た幅広い専門的知識を生かし

て、競技スポーツの振興に貢献するとともに、地

域スポーツ、クラブスポーツ、教育福祉の分野な

どで、スポーツ指導者として活躍するチャンスが

飛躍的に増えると考える。

そこで、従来の学問体系にこだわらず、総合的

視点から見て、スポーツ学生の教育のあり方を考

え、スポーツ学生を対象とする制度の見直 しをす

ることが当面の重要な課題である。今後の取 り組

みのあり方について、既 に試みている内容を含め

て、以下に体育、知育、徳育 に分けて紹介する。

大学教育における柔道学生の指導のあり方

3.今 後の取 り組み

3.1.体 育

3.1.1.体 力 測 定

身体 測 定 と体 力 測 定 を、 まず 年1回 、2月 か ら

3月 に か け て 行 い 、 必 要 に 応 じて別 の 時 期 に追 加

測 定 を実 施 して い る 。 全 日本 学 生 柔 道 大 会 出場 の

実 績 を もつ5大 学 の 柔 道 選 手400名 の 測 定 値 と個

人 の 測 定 値3-10)を 比 較 し、 自分 の 相 対 的 な 能 力

を理 解 させ る 。 測 定 項 目 は表6に 示 す 通 りで あ

る1D。.

3.1.2.個 人 別 トレー ニ ング メ ニ ュ ー(表7)

選 手 の 身 体 能 力 に あ わ せ た ト レ ー ニ ン グ メ

ニ ュ ー を作 成 し、 基 礎 体 力 の 向 上 を図 る。 各 個 人

にあ わせ た毎 日の トレー ニ ン グ メニ ュー を 月1回

提 示 し、 各 個 人 は トレー ニ ング メ ニ ュ ー に 従 っ

て トレー ニ ング を行 い 、 後述 の トレー ニ ン グ カ ル

テ、 ボ デ イサ イ ズ計 測 、 ラ ンニ ン グ記 録 等 の 記 録

をつ け る こ とに よ り、実 施 状 況 、 受 けた 指 導 を理

解 して 反 省 で きる よ うに な っ て い る。

(表7)

ウエ イ ト トレー ニ ング の 強 化 個 人 プ ロ グ ラ ム

1RM(1～4回)

90-100
筋力の強化

lRM(4～8回)

80～90%
筋力の強化と筋量の増加

1RM(8～12回)

70～80%

おもに筋量の増加、また筋

力の強化

1RM(12～20回)

70%
筋持久力の効果
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(表6)

近畿大学健康 スポー ツ教育 セ ンター紀 要3巻1号(2004・3)

体力測定記録用紙
(フリガナ)

性別 男 ・女 年齢 歳氏名

階級 kg級 組み手 右 ・左 経験年数 年

旧階級 kg級 利き手 右 ・左 利 き足 右 ・左

得 意 技
(優先順位に記入 しなさい)

0 0 ③

所属 大学 段位1段 怪我手術1は い・いいえ

競技 開始時 はい
つですか?○ 印を 小 学 校 以前 ・小 学 校低 学 年(1.2.3年)・ 小 学校 高 学 年(4.5.6年)・ 中学 校 ・高 校 生

大学に入学後選手として公式戦に出場 しましたか?○ 印を1は い ・いいえ

はいと答えた方は、分類 ことに必ず1つ 大会の期 日と大会名を記載 してください。

平成 年 A.全 国大会名称:

平成 年 B.地 区大会名称:

平成 年 C.そ の他 大会名称:

測定時健康状況:

1、長 育 身長 Ocm

2.幅 量育 体重 ①kg

体脂肪率 ①%

3.静 的筋力 背筋力 Okg ②kg

肩腕力(引) ①kg ②kg

握力
1回 目 2回 目

左kg右kg 左kg右kg

斜懸垂 ① 回 ② 回

4敏 捷性 反復横跳び(20sec) ① 回 ② 回

5.瞬 発 力 垂直跳び ①cm ②cm

6.無気的持久性 400m走 ,Osec

Push-upswithclap(20sec) ① 回

7.柔 軟性 伏臥上体反 らし ,Ocm 20cm

長座位体前屈 Ocm ②cm

8.動 的平衡性 Bassバ ランステス ト ①point
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3.1.3.ト レー ニ ン グ カル テ

表8に トレー ニ ング カ ル テ の フ ォー マ ッ トを 示

す 。3ヶ 月 ご との 記 録 を行 っ て い る。

(表8)

トレー ニ ン グ カ ル テ

身長 cm

体重 Kg

体脂肪率 %

握力 右

左

Kg

Kg

肺活量 cm

視力 右

左

現時点MAX

ベ ンチ プ レス Kg

ス ク ワ ッ ト Kg

デ ッ ドリフ ト Kg

背筋力 Kg

垂直 とび cm

前屈 C7T1

3.1.5.ラ ンニ ン グ記 録

ラ ン ニ ン グ 記 録 は 、 各 個 人 の 階 級 に よ り メ

ニ ュ ー が 異 な る が 、 表10に 示 す よ う な フ ォー

マ ッ トに て、 週3回 ラ ンニ ン グ トレー ニ ン グ時 に

お い て 時 間計 測 を記 録 して い る 。

(表10)

ラ ンニ ング トレー ニ ン グメニ ュー3日 間(月 、水 、 金)

ラ ンニ ング トレーニ ング記録(時 間計測実施)週3回

長距離

(月曜 日)

(1週1.5km)

60kg～81kg5週

90kg～100kg4週

100kg～120kg3周 半

120kg超 3周

中距離

(水曜 日)

(lkm)

4本

4本

2本

2本

短距離

(金曜 日)

(200m,100m)

10本

10本

8本

8本

3.1.4.ボ デ ィサ イ ズ記 録

表9に ボ デ ィサ イ ズ の記 録 の フ ォー マ ッ トを示

す 。 この 計 測 も3ヶ 月 ご とに行 っ て い る 。

3.1.6.試 合結果のレポー ト提出

自分 自身の結果を客観的に把握するために、毎

試合ごとに表11の ような試合結果の反省文(今

後の課題等)を レポー ト提出させ、監督コーチの

コメントをつけて返信し、学生とのコミュニケー

ションをはかっている。また、練習試合では必ず

表 ユ2のような対戦成績表を記録保存 している。

(表9)

ボディサイズの記録

首回り cm

胸囲 cm

右上腕 cm

左上腕 cm

ウエ ス ト cm

右大腿 cm

左大腿 cm

右下腿 cm

左下腿 cm
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(表11)

近畿大学健康 スポーツ教育 セ ンター紀要3巻1号(2004・3)

試 合 結 果 レポ ー ト

氏 名 大 会 名 記 載 日

H 年 月 日

自己評価:

今後の課題 と対策:

(監督)ア ドバ イス:

i・



大学教育における柔道学生の指導のあり方

(表12)

学内試合 リーグ戦表

A代 表選手グループ

平 成15年10月16日(木 曜 日)12:30～14:30

氏 名 1 2 3 4 5 6 7 勝 敗 順位

1A ＼ 0 ▲ ▲ 0 0 ▲ 3-3 3

2B ▲ ＼ ▲ ▲ ▲ 0 ▲ 1-5 7

3C O O ＼ 0 0 O 0 ・1 1

4D 0 0 ▲ 0 O 0 5-1 2

5E ▲ 0 ▲ ▲ 0 O 2-4 5

6F ▲ ▲ - ▲ ▲ ＼ 0 1-5 6

7G 0 O ▲ ▲ 0 ▲ ＼ 3-3 4

Bベ ンチ選手グループ

氏 名 1 2 3 4 5 6 7 勝 敗 順位

1H ＼ 0 ▲ ▲ 0 ▲ 0 3-3 4

21 ▲ ＼ ▲ ▲ O ▲ ▲ 1-5 6

3J O 0 ＼ 0 O O 0 ・1 1

4K 0 0 ▲ ＼ O ▲ ▲ 3-3 5

5L ▲ ▲ ▲ ▲ ＼ 0 ▲ 1-5 7

6M 0 0 O 0 ▲ ＼ O 4-2 2

7N ▲ O ▲ 0 0 ▲ ＼ 3-3 3

C補 欠選手グループ

氏 名 1 2 3 4 5 6 7 勝 敗 順位

10 ＼ 0 0 O 0 0 0 1 1

2P ▲ ＼ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 1・ 7

3Q ▲ O ＼ 0 ▲ ▲ 0 3-3 5

4R ▲ 0 ▲ ＼ 0 ▲ 0 3-3 4

5S ▲ 0 0 ▲ ＼ 0 0 4-2 2

6T ▲ 0 0 0 ▲ ＼ 0 4-2 3

7U ▲ 0 O ▲ ▲ ▲ ＼ 1-5 6

i・
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3.1.8.シ ル エ ッ ト分 析 に よ る 体 格 変 化 の 追 跡

(図3)

体 型 の詳 細 な変 化 を と ら え る 目的 で 、 全 身 の 正

面 、 側 面 か ら写 真 撮 影 を行 い 、 コ ン ピ ュー タ処 理

に よ っ て ボ デ ィ解 析 す る。 年1回 実 施 す る こ と に

よ り4年 間 の体 型 の 変化 を調 べ て い る。

誤肇

鋸
欝
蝿
熱

騰

、　

囎
軸

@
翻
愚

⑭
翻
麟
翻

3.2.知 育

3.2.1.資 格取得のための授業要件

今後の取 り組みの中で最 も重要な点の一つに、

スポーツに関する資格の取得 を目指す ことがあ

る。これは先に述べたように、資格取得その もの

のメリットとともに、勉学に対する意欲の養成や

知識そのものの習得のきっかけになる。主な資格

習得に要する授業要件を表13に 示 した。

(表13)

資 格 取 得 に必 要 な授 業 科 目

(財)日 本 体 育 学 会 公 認C・B級 ス ポ ー ッ指

導 員 ・ス ポ ー ツ プ ロ グ ラ マ ー

指定科 目

ス ポ ー ッ社 会 学

ス ポ ー ツ心 理 学

スポーツ経営学

ス ポ ー ッ生 理 学

ス ポ ー ツ 医学

スポーツ指導論

地域におけるスポーツ行政

(財)日 本体育協会 公認C級 コーチ

指定科 目

スポーッ社会学

スポーツ心理学

トレ ー ニ ング科 学

スポ ー ツ医 学

スポ ー ツ と栄 養

スポーツ指導論

地域におけるスポーツ行政

3.2.2.新 しい カ リキ ュ ラ ム に よる 教 育

競 技 選 手 と し て の 知 識 と ス ポ ー ッ指 導 者 と し

て の 素 養 を 身 に つ け る た め 、 ま た 、 上 述 の 資 格

取 得 要 件 を も満 た す よ うな カ リ キ ュ ラ ム構成 が 必

要 で あ る。 平 成16年 度 か ら経 営 学 部 ス ポ ー ツ ・

マ ネ ー ジ メ ン トコー ス が 新 し く開 設 され る こ とに

な っ た(表14)。 そ の 内 容 は 柔 道 学 生 の 知 育 の 目

標 を達 成 す る の に 充 分 な もの と期 待 され る。
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(表14)

経営学部スポーツ ・マネージメン トコース平成

16年 度開講予定科目

スポーッ社会学

スポーツ心理学

スポーツ経営学

トレーニ ング科学
スポーッ生理学

スポーツ医学

スポーツ栄養学

スポーツ指導論

スポーツ行政論

3.3.徳 育

柔道学生には、 日々の ミーテ ィングを中心 に、

常に柔道家としての精神的な成長を期待するべ き

である。現在、監督 ・コーチが中心になって行っ

ている教育の基本精神を以下に紹介する12)。

講道館は1882年 に創設された。創設者は講道

館柔道の創始者嘉納治五郎師範である。柔道の母

胎は柔術であった。柔術にはいろいろの名称や流

派があるものの、全体として無手または武器を持

つ相手を攻撃 し、または、それから自分を防御す

る術だったと言える。師範は柔術各流派の優れた

ところを集め、危険なところを除き、工夫と研究

を加えて、全 く新 しい講道館柔道を創始したので

ある13)。

また、嘉納師範は、広 く国民的視野から体育と

しての柔道をとらえ、講道館の組織づくりを推進

し、柔道の諸規定を整備 してい くかたわら、1909

年にはアジア地域で初めての国際オリンピック

委員となって体育、スポーツの振興に尽 くし、柔

道の世界的な普及にも心を くだかれた。柔道は、

世界中の柔道愛好家、スポーツ振興者たちの支

援で、1964年 にオリンピックの正式種 目とな り、

今や世界のスポーツとして各国で盛んに行われて

いる。しかしながら、モラルや心身面の教育に武

道は重要な役割を果たすと言われ、実際に武道の

指導者は武道の利点について語 り、指導 している

と思われる。柔道は国際的スポーツの一つである

だけでなく、日本においては体育、勝負、修身と

いう目的を付与 され、人格形成の有効な手段 とし

て考えられながら、今日に至っている。

大学教育における柔道学生の指導のあり方

実際の ところ、柔道を知的、身体的、更に道

徳発達に焦点をおいた事が、柔道のスポーツとし

ての面を遥かに上回 り、世界的に認められたのだ

と、柔道の世界的進出についての歴史的調査では

示唆 している。

現在の柔道は国際化、競技化、スポーツ化が進

み、競技成績や勝敗が注 目されているが、21世

紀を迎えた今、嘉納師範が提唱された柔道の原点

に立ち返 り、人聞教育を重視した指導を進めよう

とする動 きが出てきた。講道館、全柔連では、こ

れに呼応 して柔道ルネッサンスが企画、実施され

ている14・15)。

21世 紀 を迎え、柔道の競技 スポー ツ化が より

進行 し、 ますます国際的広が りを見せている。

2001年 の ミュンヘ ン世界柔道選手権大会では、

アフリカ大陸のチュニジアが、中近東のイラン

が、そ して2003年 の大阪世界柔道選手権でも、

南米のアルゼ ンチンが初の金メダルを獲得した。

我国で発祥した柔道は国際的スポーツとして、も

はや特定の国々のみが高い競技力を誇るという

時代は過去のものとなりつつある。柔道がこのよ

うに普及してきた理由は、競技 としての魅力だけ

でなく、創始者嘉納治五郎師範の位置づけられた

柔道修行の究極の目的である 「己の完成」「世の補

益」 という教育面が、世界の人々に受け入れられ

たことに拠るものと言えよう。師範は競技 として

の柔道を積極的に奨励する一方、入間の道 として

の理想を掲げ、修行を通 してその理想の実現を図

れ、 と生涯を懸けて説かれた10.18)。

我が近畿大学柔道部においても、嘉納治五郎師

範の掲げた道標 「精力善用、自他共栄」の武道精

神を学生に指導 している。

4.お わ りに

今なお脈々と息づいている日本柔道の精神に基

づいて、21世 紀の柔道家や指導者、柔道を経験

した社会人を育成するためには、新 しい時代に即

した系統的な教育の場が必要であろう。それを実

現するためのたゆまない努力が必要であると考え

ている。
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